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後列左から、大元 謙二（放射線部）、森本 明美（産婦人科）、三浦 徳宣（泌尿器科）、山本 将一朗（第二内科）、日浅 陽一（第三内科）
前列左から、宇佐美 知香（産婦人科）、杉山 隆（病院長）、永井 将弘（臨床研究支援センター長）、三宅 映己（第三内科）

今年度の治験実施優秀者表彰の受賞者は、2024年度に新規同意取得数の最も多かった上位6名の医師、
三宅 映己(第三内科) 、宇佐美 知香(産婦人科) 、日浅 陽一(第三内科)、山本 将一朗(第二内科) 、三浦 徳宣(泌尿器科）、
森本 明美(産婦人科）が受賞しました。部門賞においては、放射線部が受賞しました。

第二内科 山本 将一朗 医師

産婦人科 宇佐美 知香 医師第三内科 三宅 映己 医師

産婦人科 森本 明美 医師

第三内科 日浅 陽一 医師

泌尿器科 三浦 徳宣 医師

治験は患者様にとってまだ治療法のない病気と向き合い、
精査するチャンスが得られ、治るかもしれない機会となり
ます。施行する医師にとっても、これから発売される可能
性のある薬物について、広い見識を持てる機会となります。
ぜひ多くの治験が実施できる環境を維持し、発展していた
だければ幸いです。日頃より温かく、そして緻密に支援を
いただいているCRCの方々に心より感謝申し上げます。

このようなすばらしい賞をいただき、身の引き締
まる思いです。この場をお借りして、臨床研究支援
センターの方々、優秀なCRCの方々、外来、病棟の
スタッフの方々、そしてご参加いただいた患者さん
に感謝申し上げます。今後とも、どうぞよろしくお
願いいたします。

第二内科では肺癌を中心とした臨床試験を実施し
ています。この場をお借りして当科スタッフ、およ
び、臨床研究支援センターの方々、CRCの方々、外
来、病棟のスタッフの方々、治験スタッフの方々に
感謝申し上げます。今後ともどうぞよろしくお願い
申し上げます。

婦人科がん治療は新規薬剤の進歩により予後改善
が期待され、ますます魅力ある領域となっています。
複雑化する治療や治験を安全に進められるのは、優
秀なCRCをはじめ多くの先生方やスタッフのご尽力
のおかげであり、深く感謝申し上げます。

Congratulations!

優秀者表彰を賜り大変光栄です。
ご協力いただいた患者様、ならびに臨床研究支援
センターをはじめ関係者の皆様に深謝し、引き続き
治験推進に努めてまいります。

産婦人科領域では抗体薬物複合体を中心に新規薬
剤の開発が進んでいます。当院は多くの婦人科悪性
腫瘍に対する治験を行い、国内でも多数の患者さん
の登録ができている施設の一つとなっています。
日々支えてくださるスタッフの皆様に心より感謝い
たします。



【部門賞】放射線部

受賞理由

治験における放射線検査では、多様かつ厳格な撮像条件が求められる中、各条件に沿った的確な対応を
いただいています。さらにRIおよびCTの機種変更に際しては、事前に十分な相談の機会を設けていただき、
スムーズに治験を遂行できました。また、治験画像のマスキング機器に不具合が生じた際にも迅速かつ適切に
ご対応していただきました。

放射線部 代表 大元 謙二 技師長
この度はこのような素晴らしい賞をいただき誠にありがとうございました。
放射線部ではCTやMRI、核医学といった画像検査を中心に治験に参加させていただいております。
今後も治験担当医師やCRCの皆様にご支援いただきながら正確な検査の実施、円滑な治験の実施に努めて参ります

ので、引き続きどうぞよろしくお願い申し上げます。

この度、認定CRC資格を
取得しました。
試験勉強を通して、治験

に関する知識をより深める
ことができました。今後も
患者様が安心して試験に参
加できるよう精一杯取り組
んでいきます。今後ともよ
ろしくお願いいたします。

様々な治験を担当させて
頂いたことで認定CRCを取
得できました。
試験ごとに手順が異なり

新しい発見もある毎日です
が、臨床試験の適正かつ円
滑な実施に貢献できるよう、
これからも勉強を続けます。
引き続きよろしくお願いし
ます。

横田 裕之秋山 遥香

Congratulations!

当センターCRC２名が、日本臨床薬理学会認定CRCに認定されました。



2025年4月25日開催

「リアルワールドデータ研究の落とし穴」
臨床研究支援センター 講師 井原 康貴

治験や臨床研究を実施される方は、継続的にeAPRINまたは
創薬・育薬セミナーを受講し、最新の知識を身に付けましょう。

2025年11月17日開催

「臨床研究法の改正と特定臨床研究の経費負担について」
神戸大学医学部附属病院 臨床研究推進センター
センター長 真田 昌爾 先生

※e-ラーニングは、愛媛大学の教職員のみ
視聴可能です。 ☞Moodle4.0

生物統計家の井原講師より、最近注目されているリアルワールドデータ研究
についての講演を行いました。
近年、リアルワールドデータ研究に限らず、質の高い臨床研究を計画・実施

するためには生物統計家の関与が必須となってきております。

臨床研究・治験四国協議会は四国地区の治験・臨床試験の
推進を図る目的でスタートしました。
昨年は愛媛での開催予定でしたが台風接近のために残念な

がら中止となり、今年改めて第14回臨床研究・治験四国協
議会として2025年8月2日（土）にWebで開催し、70人以
上が参加されました。

当院の臨床研究支援センターからは、「電磁化システムの
導入と現状」と題して、宮脇 和美、城戸 智美、宮本 明子
よりCRC、研究協力課、事務局のそれぞれの立場からの意
見を発表しました。
他大学の取り組みの情報交換もでき、有意義な機会となり

ました。

真田先生をお招きし、臨床研究法の背景にある趣旨と目的を振り返り、その
新しい改正の内容の概要および、特定臨床研究の実施に係る経費負担の一般的
ルールとその実際についてご説明いただきました。

8月2日に当センター主催で第14回臨床研究・治験四
国協議会を無事に開催できましたこと、関係各位に心よ
り御礼申し上げます。本協議会では、臨床研究・治験を
取り巻く最新の動向や課題について活発な意見交換が行
われ、四国地域における研究体制のさらなる充実と連携
強化に向けた有意義な機会となりました。本会で得られ
た知見が、質の高い臨床研究につながるよう今後も努力
してまいります。

臨床研究支援センター センター長 永井 将弘



日頃より治験の実施に関して各部署よりご協力いただき、本当にありがとうございます。
皆様のご協力により治験の滞りない遂行が実現していることに、心より感謝申し上げます。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

臨床研究支援センター
広報チーム一同

編集後記

http://www.m.ehime-u.ac.jp/hospital/clinicalresearch/
ご意見・ご要望などをお寄せください。

8月より愛媛大学医学
部附属病院に配属となり
ました。CRCは未経験
分野のため、ご迷惑をお
かけすることもあると思
いますが、精進してまい
りますのでよろしくお願
いいたします。

株式会社EPLink
 CRC 早川 亜子

11月より愛媛大学医
学部附属病院に配属にな
りました。
微力ながら皆様のお力

になれるよう努めてまい
りますので、どうぞよろ
しくお願いいたします。

株式会社EPLink
 CRC 津野 佐恵子

臨床研究支援センターに、CRC1名、
治験施設支援機関の(株)EPLinkから、CRC２名・事務担当1名が加わりました。

1月よりCRCとして初
めて治験に携わることに
なりました。知らない用
語や細かな決まり事、他
（多）部門との連携など、
慣れない事ばかりですが、
少しずつでも着実に先輩
方に近づけるよう頑張り
たいと思います。よろし
くお願いいたします。

臨床研究支援センター
CRC 髙須賀 志穂

このたびは 子宮体癌に対するMK-3475-C93試験にてCRC Award を頂戴し、
誠に光栄です。婦人科領域では多くの治験を受託しており、参加されている患者
様も大変多い状況ですが、先生方をはじめ、院内スタッフの皆さまのご理解と
ご協力のおかげで、日々の治験業務を円滑に進めることができております。

当センターのCRCがMSD株式会社様より治験への対応を評価され、
「CRC Award」をいただきました。

仙波 真紀子

Congratulations!

治験事務局業務を担当
させていただいておりま
す。
学びを続けながら、円

滑な運営に貢献できるよ
う努力いたします。よろ
しくお願いいたします。

株式会社EPLink
事務担当 吉井 健
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